
 

今月のテーマ①「通級による指導」 

高等学校における「通級による指導」が2 年目を迎えました!! 
「通級による指導」とは? 

通常の学級に在籍し、大半の授業を通常の学級受けつつ、障害による学習上・生活上の困難を主体的に改善・克服するた

めに受ける特別の指導(「自立活動」の指導) のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小・中学校等 高等学校(兵庫県の場合) 

時間数また

は単位数 

・週1～８単位時間が標準 ・年間 7 単位(週 1～7 単位時間)の範囲で、卒業認定単位

(高校での卒業に必要な単位)に含めることができる。 

・「通級による指導」を高等学校の教育課程に加え、又は選

択教科・科目の一部に替えることができる。  

対象者 ・言語障害、自閉症、情緒障害、弱

視、難聴、その他の障害 

・現在の対象は学習障害(LD)、注意欠陥多動性障害

(ADHD)、自閉症 

※特別支援学級、特別支援学校の在籍者は対象外。 

※高校も知的障害のある生徒は対象外なので、高校に在籍する知的障害のある生徒への支援が課題

となっている。 

指導の形態 ・市内に数名いる「通級による指導」

の担当教員が担当する学校を巡回し、

そこで指導を行う。 

 

・自校通級。自校の「通級による指導」の担当教員が指導  

実施校は現在12校 

※個別指導が原則。必要に応じてグループ指導を取り入れる。個別の指導計画に基づいて指導。 
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通級による指導を受ける児童生
徒はひとりひとり個別の指導計画
を作成し適切な指導を進めなけれ
ばなりません。個別の指導計画の
目標達成度を評価し、高校では単
位を認定します。 

また、個別の教育支援計画を活
用した小→中→高への引継ぎ体制
も整える必要があります。 

体制が整い次第対象者や学校数
を増やしたいとのことです。 
 

「通級による指導」と

共に、高等学校でも特

別支援教育が少しずつ

進んでいます。今年度

完成したリーフレット

です。兵庫県特別支援

教育課HPよりダウン

ロードできますので、

一度ご覧ください 



今月のテーマ②「ムーブメント教育」 

「ムーブメント教育」・・・聞かれたことはありますか?運動会でのパラバルーン演技やシフォン布を使った

ダンスなど、ムーブメント教育は、保育や遊び、自立活動、体育、交流教育等すでにいろいろなところに取り

入れられています。 

 

※ムーブメント教育・療法（Movement Education and Therapy）は、子ども（対象者）の自主性、自発性を尊重し、子ども

自身が遊具、場、音楽などの環境を活用しながら、動くことを学び、動きを通して「からだ（動くこと）」と「あたま（考えるこ

と）」と「こころ（感じること）」の行動全体に関わる調和のとれた発達を援助します(日本ムーブメント教育・療法協会HP よ

り引用 jamet-npo.jp/)。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立和田山特別支援学校 
わとく地域支援センター 

兵庫県朝来市和田山町竹田1987-1 
TEL 079-674-0214 

wadayama-sn-sn@hyogo-c.ed.jp 
 

担当：小倉 

書籍の紹介 

 

ムーブメント教育・療法による 

発達支援ステップガイド 

-MEPA-R実践プログラム- 

小林 芳文 編  日本文化科学社 

県立和田山特別支援学校では、気になる児童生徒への支
援や学級経営、先生方へのアドバイス、教育相談等を 
行っています。また、「わとく地域支援センターだよ
り」(年4回の予定)を発行し、特別支援教育に関する話
題や情報を提供していきます。特別支援教育にかかわる
ご相談等、お気軽にお問い合わせください。 

夏期講座「実技で学ぼうムーブメント教育」 
 

8/26(月)13:30-15:30 
 

講師 : ムーブメント教育・療法中級指導者   
森  太 教諭 
 

場所 : 和田山特別支援学校 

Q  : イス取りゲーム、こんなとき、どうする? 
 

○○こども園では、設定保育の時間にイス取り
ゲームをしています。簡単なルールを守って仲良
く遊ぶことをねらいにしています。 

しかし、イスに座れなくて泣いたりすねたりす
る子、友だちを突き飛ばして座る子、同じ椅子か
ら動かない子、負けると参加しない子・・・など
など、毎回トラブルが発生し担任の先生は頭を悩
ませています。 

A : ムーブメント教育の視点でイス取りゲームをアレンジ 
 
<その1 子どもの数だけ椅子を用意(全員座る)> で楽しく参加を促そう!! 
・いろいろな曲を使う、曲のスピードを変えるなどして音楽が止まったら全員座る 
・動物になって歩き、音がなったら座る 
<その2 １つの椅子に３人で座る > で工夫して仲良く座ろう!! 
・どうやったら座れるか相談しよう。お互いの身体を感じて落ちないようにバランスを 
とって座る 

勝敗にこだわらず、ル
ールを工夫することで
いろいろな発達年齢や
特性のある子も一緒に
参加できそうです。ま
た、発達課題①～④、
タイミング、見る力、
聴く力、瞬発力、判断
力、社会性を育てる遊
びにもなりますね。 

ムーブメント教育の理論や楽しいプログラムを一緒に学びましょう。
ご参加お待ちしています!! 

ムーブメント教育で支援する子どもの発達課題 
 
ムーブメント教育によって以下①～④のような子どもの発達を
支援していきます。(ムーブメント教育・療法による発達支援ス
テップガイドより) 
 

①感覚運動機能の向上

【感覚を育てる・動き
の基本を育てる】

②身体意識の形成

【身体像・身体図式・
身体概念を育てる】

③時間・空間・その因
果関係意識の形成

【全教科能力・初歩的
な知覚能力を育てる】

④心理的諸機能の形成

【視知覚能力・連合能
力・社会性・創造性な

どを育てる】
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